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令和６年度 学校経営方針

佐倉市立千代田小学校

１ 基本方針
・生涯学習の理念を基本として，成人後を踏まえて社会性の育成や個性の伸長を図る。
・これからの時代に生きるための確かな学力と健やかな体，豊かな人間性の育成を
図る。（これからの時代＝ＡＩに代表される society５．０の社会）

・学校，家庭，地域の三者が連携し，健全な子どもの育成を図る。

２ 学校教育目標

気づき 考え 行動する 千代田っ子の育成
「かしこい子」「やさしい子」「たくましい子」

（１）めざす児童像（千代田っ子）
「気づき 考え 行動する」
主体的な学習や体験的活動を通して，「かしこい子」「やさしい子」「たくましい子」

を育てる。

・「かしこい子」 課題に気づき，進んで考え判断し，表現する子
・「やさしい子」 周りの状況に気づき，相手の立場になって考え，助けられる子
・「たくましい子」健康や安全，体力向上について気を配り，考え，行動できる子

（２）めざす教師像
「明るく チームで 前向きに」を合言葉に「人間性」 「コミュニケーション」
「向上心」を高める努力を積み重ねていく。

・「人間性」・・・・・・・・明るく
自らの課題を意識し，人間性や社会性，常識と教養など人間力を磨く教師

・「コミュニケーション」・・チームで
互いのよさを認め合い，課題をフォローし，コミュニケーションとチームワーク
を大切にする教師

・「向上心」・・・・・・・・前向きに
教職に対する強い情熱と教育の専門家としての誇りを持ち，研修に励む教師

（３）めざす学校像
千代田小学校の伝統である「あいさつ」「歌声」「花」がいっぱいの学校を継続する
とともに，子どもも教師も保護者も地域の方も笑顔あふれる学校をめざす。そして，
「愛」であふれる「愛いっぱい」の学校にする。

・笑顔あふれる学校
・あいさつ，歌声，花いっぱいの学校
→愛いっぱいの学校
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３ 学校経営の重点 ２０の取り組み
（１）学習指導の改善と学力の向上〔４つの取組〕

○かしこい子の育成を図る。

（２）生徒指導と心の教育の充実〔５つの取組〕
○やさしい子の育成を図る。

（３）体力の向上と心身の健康増進，安全教育の推進〔４つの取組〕
○たくましい子の育成を図る。

（４）特色ある学校づくりの推進〔３つの取組〕
○千代田小学校の強みを生かした教育活動を行う。

（５）指導体制の充実（特別支援教育の充実）〔４つの取組〕
○チームワークと向上心のある組織で取り組む。
○特別支援教育を充実させる。

４ 具体的取組〔２０の取組〕
（１）かしこい子の育成（学力向上）
Ⅰ 「学習のきまり」の徹底を図る。
○「学習のきまり」を全児童・全家庭に配付する。
また教室に掲示し意識づける。（４月）

○随時「学習のきまり」を確認し，徹底を図る。（年間）

Ⅱ 基礎基本の定着を図る。
○月末にステップアップテストを実施し，一人一人の定着度を確認する。（毎月）
○ステップアップテストに向けて，日々のドリル学習を充実させる。昨年より
全校の満点率（国算とも全問正解の児童の割合）を４％上げる。

（＊ステップアップテストの実施について、検討していく）

Ⅲ 家庭学習の定着を図る。
本校でめざす家庭学習のあり方は，低学年では家庭での学習時間の確保により習

慣化を図る。高学年に上がるに従い自主学習を推奨し、宿題と自学の併用をめざす。
○宿題の適切な量の出題と教師のチェックの徹底をする。
◎家庭学習の手引きを配付し，保護者の協力の下，定着を図る。（４月保護者会）

Ⅳ 問題解決型の学習の推進と個別指導の充実を図る。
○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。
◎授業の中で児童が考える時間や書いたり，話し合ったりする時間を増やす。教師
の指示や説明を精選し、時間を確保する。

○佐倉市学習サポーターの学生を活用し，個別指導を充実させる。
○県学習サポーターを活用し、個別指導を充実させる。

（２）やさしい子の育成（心の教育の推進）
Ⅰ 道徳教育の充実を図る。
○「考え，議論する道徳」を意識した指導方法の工夫・改善や評価のあり方を授業
研究等を通して研修し，道徳教育の充実を図る。

○授業参観日に道徳の授業を展開する。（全学級が１回は実施する）

Ⅱ 生徒指導の充実といじめ防止の校内体制の確立を図る。
○「あいさつ」，「時間を守る」，「そうじ」の３つを生徒指導上の重点として取り
組む。
・「あいさつ」
「自分から進んで」「元気よく」「相手の目を見て」をめあてとする。

・「時間を守る」
「朝読書の開始」「そうじの取りかかり」と「下校時刻」を特に徹底する。
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・「そうじ」
「黙動」をめあてとして取り組ませる。また、掃除のやり方も指導する。

◎週２回の打ち合わせで「気になる子」を出し合い，共通理解をする。記録を文書
化して共有し，継続的な指導に活用する。

○いじめや虐待に関する校内研修会を実施する。（４月と夏季休業中）
○学校支援アドバイサーの積極的な活用を図る。（毎週木曜日）

Ⅲ 児童の自主的な活動の育成と教育相談の充実を図る。
◎日常活動で「気づき 考え 行動する」を意識させる。また，高学年においては
学年掲示板を活用し，自主的な活動を意識させる。

○教育相談，アンケート調査の計画的な実施と活用を図る。（学期各１回、生活ア
ンケートは毎月実施）

○教育相談担当職員を核として，担任以外の職員とも相談活動ができるような体制
をつくる。

◎帰りの会や行事の振り返りの時間等で児童同士の認め合いの場を設定する。
○児童と教員が共に遊んだり活動したりする時間を設ける。（ロング昼休み等月１
回～ ※令和６年度時間の確保をして実施したい）

Ⅳ 交流活動の充実を図る。
◎積極的に異学年交流活動を実施することによって，児童の自己有用感や高学年に
対するあこがれの感情を育てる。

◎地域との交流によって，コミュニケーション能力を育成すると共に，地域への愛
着を育てる。（３年社会科見学，１・２年生活科 こども園）

Ⅴ 歌を通した豊かな心の育成を図る。
◎音楽科専科と担任が連携して「今月の歌」の充実を図る。
◎歌声集会，集会における合唱，歌声交流会の実施等，音楽的行事の工夫と充実を
図る。

（３）たくましい子の育成
Ⅰ 一人一人のめあてを大切にし，体力向上の取組を進める。
○運動会・水泳学習・新体力テスト・ジョギングタイム・なわとび等の行事や体力
向上の取組に際して，自分のめあてが明確になるよう学習カード等を工夫する。

◎日常的に簡易な運動を取り入れ，運動の習慣をつけ，運動脳を育成する。

Ⅱ 保健指導の充実を図る。
○養護教諭を中心に外部人材も活用して保健指導を充実させる。（各学級１回）
○「早寝 早起き 朝ごはん」を中心とした生活リズムの確立を図る。各種たより
を使って積極的に発信する。

○保健室を中心とした保健環境の充実を図る。（保健室使用のきまりの周知，保健
啓発資料の充実）

○アレルギーに対する研修を行い、エピペン講習会を実施する。（４月中）

Ⅲ 食育を推進する。
◎学校園の充実を図り，食，特に野菜への関心を高める。
○食に関する情報の積極的な発信を行う。（ＨＰ，給食試食会，だより等）
○食べる時間の確保と担任の助言により前年度の残菜率を維持・向上させる。

Ⅳ 自助意識を高める安全教育を推進する。
○リアリティのある訓練を実施するとともに，ふりかえりの時間を重視し，なぜそ
うするのかと考える習慣をつける。

◎「自分の命は自分で守る」を合言葉に，集会や日常の安全指導を通して危険予知
や危険回避の指導を積み重ねる。
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（４）特色ある学校づくり
Ⅰ オランダ交流を核とした国際理解教育の充実を図る。
○オランダ交流の掲示コーナーの充実と交流事業の積極的な周知を図る。
○ブレイスバイク市交流※令和３・４・５年度は中止（１０月または１１月）に合
わせて，学校行事や学習内容を工夫し，国際理解教育を推進する。

Ⅱ 体験的活動及び地域の教育資源を活用した教育活動の充実を図る。
○観察園及び花壇等の充実を図り，積極的に栽培体験活動に取り組む。
○地域の自然や文化、歴史を生かした体験活動を充実させる。
（２年：生活科探検，３年：学区探検，スーパーマーケット見学，４年：消防署
見学，佐倉学等）

◎地域の人材の積極的な活用を図る。（読書ボランティア，昔遊び，箏体験，美術
館活用事業等）

○外部人材を活用して，合唱部の技術向上を図る。

Ⅲ 視聴覚教育の充実とＩＣＴ・個人タブレットの活用を図る。
○実物投影機等の視聴覚機器の積極的な活用を図り，わかる授業づくりに努める。
○ＩＣＴ指導員を活用した授業の充実を図る。
◎個人タブレットの使用について，年度当初にルールを明確化し，共通理解の下で
指導して使用させる。（使用させる場面と使用させない場面をはっきりさせる）

（５）指導体制の充実（主体的な経営参画と「 」）
Ⅰ 「チーム千代田小」を合言葉に全職員が協力して指導にあたる。
○一つ一つの行事や取組の目的を明らかにし，全職員が同じ方向性（ベクトルを合
わせる）と同じ熱量を持ち，「行事を通して子どもを育てる」意識で取り組む。

◎報告・相談・連絡を徹底して，一人で抱え込まない校内体制を築く。（「誰かの
課題はみんなの課題」・重要案件を一人で判断しない。）

○生徒指導，特別支援，児童虐待，保護者対応等の案件は，速やかに校内委員会を
開き，関係職員の共通理解を図るとともに，迅速に対応する。
○「子どものため（自立）」「子どもを育てる」という視点から，行事や指導，取
組の改善を積極的に図る。

Ⅱ 不祥事根絶とモラールアップを図る。
○不祥事根絶に向けて，自分が課題とする重点事項を目標申告に書かせ，目標申告
シートを週案に綴じ，日頃から意識させる。

○徴収金や個人情報の取り扱いマニュアルを全職員に徹底する。
（ルールを守ることが仕事である。）

◎モラールアップ委員会を活用し，職場の問題点を明らかにし，改善を図る。
◎互いに声を掛け合うことを意識し，風通しの良い職場にするよう努める。

Ⅲ 特別支援教育を全校体制で取り組む。
○特別支援教育への理解と参加意識を高めるために，全校体制で支援する。
○各学級にいる「困り感」のある児童の発見に努めるとともに，コーディネーター
へ速やかにつなげる。

○特別支援学級担任相互の協力をより強化するとともに，交流学級担任，専科教諭
との連携，及び市教育センター等関連機関との連携をとる。

○一人一人の特性や教育的ニーズに応じて，合意的配慮の充実を図る。

Ⅳ 保護者・地域との連携を推進する。
○保護者ボランティアの積極的な活用を図る。（感染対策は一定程度，実施する）
○保護者会や個人面談での情報交換を重視し，連携して子どもを育てる。
○スクールガードボランティアや民生児童委員の方々との連携を密にする。
◎各種たよりや HPによる積極的な情報発信に努める。


